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　今回補正額 千円

（財源内訳） 国・県支出金 190,823 千円

地方債 13,500 千円

その他 112,611 千円

一般財源 105,231 千円

　補正後の額 千円
（参考）

14,270,588 千円

（前年度比 1,642,838 千円の減）

補正計上された主な事業等

　●ふるさと応援基金事業　110,000千円（要求課　企画課）

　●大山町地域応援チケット事業　163,301千円（要求課　企画課）

　●コンビニ交付サービス構築業務委託料　8,472千円　(要求課　住民課)

　●米価下落影響緩和対策補助金　35,000千円（要求課　農林水産課）

　●公立学校情報機器整備　12,230千円（要求課　幼児・学校教育課）

令和４年第１回臨時会

令和３年度大山町一般会計補正予算（第１１号）

　財務課

議案番号

422,165

令和３年度大山町一般会計補正予算（第１１号）の概要について

議案説明資料

　マイナンバーカード所有者が住民票、印鑑証明書をコンビニエンスストアで取得できるよう、ネッ
トワークを構築する。

　米価の低迷により収入減少となった水稲農家の生産意欲の維持を図るため、令和3年産主食用
米を作付けし、出荷販売した水稲農家に対し、販売袋数１袋（30kg）当たり250円を補助金として
交付する。

12,627,750

昨年度１月末現在予算額

　ふるさと納税の寄附の見込増に伴い、増額する経費を補正する。

　町民１人あたり1万円の商品券を発行し、感染症により落ち込んだ消費喚起を図るとともに、日
常生活の支援を行う。

　ICTを活用した授業環境高度化推進及び新型コロナウイルス感染症対策のため、学習者及び
指導者のタブレット端末を追加整備する。


